
  　 　 　 　 　 　 　 　       

1　事業の概要

①　成果目標（H25)

②　事業内容

　国庫支出金

　県　債

　その他（　　　　　　）

　一般財源

 決　　算　　額（B）

 職員数（人）

 概算人件費 （Ｃ）

２　今後の事業の方向性

障害者支援施設 補助金

36,515

達成

合計（A) 0 36,515
5.10%

成果目標の達成状況

項目

スプリンクラー整備率

合計 0 64,595

26年度

58.90%

0

56.40%

H25

達成

H26

達成20施設 20施設 20施設

1施設 1施設 1施設

Ｈ25 H26
目標

H24末
(実績) 目標 成果 達成状況

100%

16施設

21,970 0

36,515
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事　業　名 障がい者グループホーム等スプリンクラー整備事業 担
当
課

部局 健康福祉部

課・室 障がい者支援課

総合５か年
計画

プロジェクト  E-mail shogai-shien@pref.nagano.lg.jp

施策の総合的展開
６－２　いきいきと安心して暮らせる社会づくり

２　障がい者支援の充実 実施期間 H25 ～

県が関与
する理由

目指す姿

現状

スプリンクラー設置義務はないが、自力で避難することが困難な重度の障がい者が多く入居するグループホーム・ケアホームと、今年度新
たに設置義務が生じた障害者支援施設のスプリンクラー整備に要する費用の一部を補助することにより設置を促進し、入居者の安全確保
を図る。

・スプリンクラー設置義務のある障がい者グループホームは全て設置が完了
・今年度新たに設置義務が生じた障害者支援施設は、２施設
・スプリンクラー設置義務はないが、重度の障がい者が多く入居するグループホーム・ケアホーム（※)におけるスプリンクラー設置率
　(平成24年度末)
　 障がい者グループホーム・ケアホーム　…　39施設中２施設が整備済(5.1％)
※ 重度の障がい者が多く入居するグループホーム・ケアホーム…延床面積275㎡未満で入居者のうち重度障害者が８割を超える施設

県でなければ実施不可（その他）
【左記の説明、根拠法令等】

設置を促進するには事業者の経済的負担を少なくすることが必要であり、国庫支出金を有効活用
しながら実施することが効果的である県民との協働による実施： 困難

スプリンクラー設置義務はないが、重度障がい者が多く入居するグループホーム・ケアホームにおけるスプリンクラー設置を促進する。
・障がい者グループホーム・ケアホーム　 平成24年度末　  5.1％　→　平成26年度末　100％

（当初）

障がい者グループホーム・ケアホーム 補助金 スプリンクラー整備　20施設 42,625 36,515

スプリンクラー整備　１施設

事業内容

（単位：千円）　

項目 実施方法 H25実施内容
（当初） （決算）

36,515

70,875

0 70,875

グループホーム・ケアホーム

障害者支援施設
0 0 0 0

0.20

0

64,595

1,652

今後、事業
をどのよう
にしていき
たいか。

　　□ 事業を実施しない　　　　　□ 事業を見直して実施　　　　　■　事業を現行どおり実施

H26年度は当初予算　36,515千円の事業費を計上しており、重度障がい者が8割を超えるグループホームのスプリンクラー設置状況100％
になるよう進めていきたい。

目標に対
する成果
の状況

グループホーム・ケアホームのスプリンクラー整備は20施設、障害者支援施設1施設で設置完了し、入所者の安全確保が図られた。

 概算事業費（B（A）+C） 0 0 66,247 38,167

0 1,652

概　算
人件費

事
 

業
 
コ
 
ス
 
ト

区　　分（単位：千円） 23年度 24年度 25年度

Aの
財源

70,875

0.20

予
算
額

前年度繰越

当初予算

補正予算
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